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■青年技術者のことば

本件では、竣工後33年経過した24

時間稼働中ホテルの3回線スポッ

トネットワーク受電方式の特高受

変電設備における既設電気室・同

一位置での更新事例をまとめた。

一見すると不可能にも思える様々

な課題であっても、諦めずに社内

外の関係者が一丸となり挑戦し、

一つ一つ課題を解決していくこと

で最良な更新計画を導くことがで

きた。特に、約99％の工事が通電

中の電気室内の危険作業であり、

かつ24時間稼働中ホテルの更新工

事であったため、無事故無災害・

トラブル無での完工により建築主

の大きな信頼を獲得できたことは

自身の力だけで無く、社内外含め

チームの力を集結し挑戦した結果

であると確信している。今後も、

建築主の抱える課題解決のための

最良な建築設備更新計画と無事

故無災害の完工を継続して建築主

の信頼を獲得し、建築主のベスト

パートナーであり続けたい。この

ために、建築設備技術者として、

自身が接する様々な関係者（社

内・専門協力会社・メーカー・作

業員）と一丸となり、建築主と建

物利用者が日々快適であり楽しい

日常を過ごすことができる建築環境

の提供に寄与できるように課題に

挑戦し、 「建築を通じて社会に貢献

する」という想いを実現し続ける。

■すいせん者
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1．プロジェクト概要
本建物では、建物竣工後33年を経過し

た3回線スポットネットワーク受電方

式の特高受変電設備が更新機器の新設

スペースが確保できず更新されていな

かった。（竣工後25年が更新目安）24

時間稼働中の大規模ホテルにおける前

例の無い既設電気室内の同一位置での

3回線スポットネットワーク受電方式

の特高受変電設備更新工事に挑戦し

た。ここにその一連の取り組みを紹介

する。

2．解決すべき課題
① 更新機器の新設スペースが確保でき

ないため、既設電気室内の同一位置

での機器更新となる。

② 電気室までの機器搬入ルートが狭い

ため、特高変圧器盤（筐体）の分割

搬入・現地組立だけで無く、特高変

圧器本体も分割搬入しないと電気室

に入らない。

③ メインテナントのホテルが24時間稼

働しており長時間の停電は不可能で

ある。

3．課題解決の方策
① 同一位置での更新のためには1回線

送電停止が必須であったため、過去

3年に渡り電力デマンド値を調査

し、 2回線送電の合計変圧器容量

5000kVAに対する適性値3200kW以下と

なる 1月～ 3月を工事期間とした。

（図 1）電力負荷が低い冬期（ 3か

月間）に3回線のうち2回線の受電

を行い、停止した特高変圧器を更新

する。このため、 3年に分けて1台

ずつ特高変圧器を更新する。

② 狭小空間（搬入ルート・既設電気

室）へ搬入するため筐体だけで無

く、特高変圧器本体も分割搬入・現

地組立する。

③ 停電時間と停電回数を最小限にする

ために、更新作業を細項目まで分

け、停電が必要な作業と不要な作業

に分類した。さらに、抽出した停電

必要作業の停電中作業時間の積上げ

を行った。これらの検討結果を元

に、ホテルと詳細協議し、停電時間

と停電回数の合意を図る。

4．1　実施（技術面検証）
① 電力負荷が高い夏期において、新旧

かつ異なるメーカーの特高変圧器3

台並列運転（図2）の技術面検証を

した。特高変圧器のインピーダンス

値（抵抗値）を揃えることで問題無

く稼働できることを確認した。

② 分割搬入した特高変圧器の現地組立

手順11ステップ（図3・4）を協力

会社・メーカーと協議して計画・実

施した。

4．2　実施（ホテル協議）
①停電回数の最小化

　 特高受変電設備更新の1年毎の工程

を全51工程まで細目化、分析し停電

が必要な作業を抽出し、この結果、

「高圧母線バー切離時」および「高

圧母線バー再接続時」のみを停電作

業とし、停電回数を2回に最小化し

た。

②最小停電時間の算出

　 2回の停電必要作業について停電中

作業手順書を作成、全98工程に対し

て作業時間を積上げし、最小停電時

間を4時間と算出した。

③ホテルとの2回停電日の合意

　 半年前から候補日を提示し、最終的

にイベント日を避けた日程で合意し

た。

④ホテルとの4時間停電の合意

　 4時間停電中の営業リスクを最小に

するため、

　・EV 1 台（急患用）

　・給水、給湯ポンプ（客室用）

　・ 地下駐車場照明（24時間利用）

へ仮設電源対応することにより、

停電時間4時間を合意した。

5．成果
今回挑戦した更新工法にて、全工期を

無事故無災害で竣工することができ

た。

3回線スポットネットワーク受電方式

の特高受変電設備の新たな更新工法と

して、既設電気室内の同一位置での更

新が可能であること、ならびに1期竣

工後および2期竣工後の夏期実負荷で

の新旧3台並列運転についても問題無

い事を確認し、新旧異なるメーカーの

特高変圧器並列運転が可能であること

を立証できた。

建築主およびメインテナントのホテル

との停電日・停電時間の合意に至るま

で様々な検討、協議を重ねたことで改

善要望および営業支障はゼロであり、

顧客満足度アンケート調査は全項目で

大満足の回答をいただいた。コロナ渦

のテナント収益低下の状況下であった

が、事前のスケジュール通り、最終

となる3期工事まで全工期無事故無災

害・ノークレームで完工することがで

き、その結果、建築主から高い評価を

いただいた。

図 2　新旧メーカー変圧器 3台運転概念図

大規模ホテルの3回線スポットネットワーク受電方式の特高受変電更新
における特高変圧器現地組立・異メーカー変圧器並列運転の取り組み

写真　特高変圧器の電気室内現地組立状況

図 3　特高変圧器組立完成図

図 1　1回線送電停止検討図

図 4　特高変圧器の現地組立手順11ステップ




